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集落名 戸数 人口 農家戸数 販売農家
松本 ７０ ２７８ ３８ ３２
本郷 ６５ ２８２ ３２ ２６
原 １０２ ４８２ ５７ ３５
境 １１ １０ ８
大郷戸 ２９ ９８ １７ ８








昭和40年代 農外労働市場 の形成 安定地帯 
昭和40、42 リズム時計、旭光学
 子どもたちの農外就労化 昭43頃 　裏作にいちご導入






昭和60年代 葉たばこの生産調整 完成後のダムの活用  ↓
平成1桁 中層 いちご、果樹への切替え 脱葉たばこ  観光農業と祭りの復活（青写真は県と宇都宮大教授）
混住化 中層主導の営農集団 中層と兼業層  平2頃 たばこ乾燥機マイコンに
中層→上層 葉たばこ＋米、イチゴ＋米、果樹＋米 平2 　松本屋台会館建設、祇園祭松本屋台復活
昭63平1 　松本おはやし会（大人、子ども）
 平2 　アクアグリーンハウス（そば屋、農村レストラン）
 平6　 山本営農集団 平9　営農集団で集団転作 平5 　太太神楽講高千穂と交流（3年ごと）






 大規模農家（畜産、いちご）の生き残りと集落営農へ　世代交代 平15 　松本歌舞伎舞台復活
中層→上層 営農集団主力農家への土地流動化 平16 　山郷のめぐみ（カフェ、農村レストラン）





























































































































稲作 工芸作物 施設園芸 施設野菜 果樹類 その他作物 酪農牛 肉用牛 養豚
昭和４５（１９７０） １１０ ８４ １ － － ９ ５ － ２
５０（１９７５） ７９ ８７ １ － － ９ ３ － ２
５５（１９８０） ８５ ８３ ３ － － ７ ４ － ３
６０（１９８５） ９１ ６４ ２ － － １１ ３ １ ２
平成２（１９９０） ９６ ３９ ４ ２ １ ９ ３ － ４
７（１９９５） ８９ ３５ － ２ － ８ ３ １ ３
１２（２０００） ７４ ２９ － ２ ３ １７ ２ １ ３




















































昭和５６－５９（３） －１６．０ －１３．０ 昭和５７生産調整奨励金（１５万／反）
昭和５９－６０（１） －４２．０ －２８．０ 昭和６０生産調整奨励金（１７万／反）
昭和６０－６１（１） －１４．０ －８．０
昭和６１－６２（１） －５６．０ －３３．０ 昭和６２生産調整奨励金（１５万／反）
昭和６２－６３（１） －１３．０ －８．０






















































































昭和４５（１９７０） ６９０ － ６０
５０（１９７５） ４８８ － ２２３
５５（１９８０） ４４８ － １１５
６０（１９８５） ２０３ － １２０
平成２（１９９０） ４００ － ４１４
７（１９９５） ３３０ １０ ６３１
１２（２０００） ３８９ ５８ ６７８
























































男 性 女 性
合計人数 １５－３９歳 ４０－６４歳 ６５歳以上 合計人数 １５－３９歳 ４０－６４歳 ６５歳以上
昭和４５ 山本・大郷戸 ２５０人 ３１．６ ５１．２ １７．２ ２９６人 ２９．７ ５８．５ １１．８
１９７０年 益子町 ２３１４ ３１．８ ４３．４ ２４．８ ２９１６ ３１．３ ４８．１ ２０．６
昭和５５ 山本・大郷戸 １９５ ２６．７ ５２．３ ２１．０ ２２０ ２０．９ ５９．１ ２０．０
１９８０年 益子町 １４７６ ２０．６ ５７．４ ２２．０ １９５９ ２０．０ ６１．７ １８．３
昭和６０ 山本・大郷戸 １６７ ２４．０ ４６．７ ２９．３ １８０ １８．９ ５８．９ ２２．２
１９８５年 益子町 １３１１ １６．４ ５４．６ ２９．０ １７９３ １７．１ ５９．０ ２３．９
平成７ 山本・大郷戸 １１５ １４．９ ４７．４ ３７．７ １５０ １３．３ ４６．７ ４０．０
１９９５年 益子町 １０３３ ８．３ ３８．４ ５３．３ １３７７ ９．２ ４２．７ ４８．１
平成１２ 山本・大郷戸 １１６ １４．７ ３７．１ ４８．３ １３９ ９．４ ３８．１ ５２．５
２０００年 益子町 １００９ １０．３ ３１．５ ５８．２ １２１８ ８．０ ３５．１ ５６．９
平成１７ 山本・大郷戸 １１１ １７．１ ３４．２ ４８．７ １０８ ９．３ ３６．１ ５４．６











































昭和３６ １１８ １，０７２ ８９，５２４
３８ １２２ １，４７２ １５４，６２０
４０ １３４ ２，０８４ ２７８，３７２
４１ １６６ ２，６８４ ３５６，６９１
４２ １７３ ２ ３，５６３ ５６８，０９９
４３ １８０ ６ ４，３３４ ８７６，２５６
４４ １８８ ９ ５，５６４ １，６６５，７６４
４５ １９３ １５ ６，６８９ ２，８７７，９８０
４６ ２１８ １０ ６ ７，１３５ ３，９６２，４６６
４７ ２４３ １５ ６ ８，０７６ ５，２０１，６６１
４８ ２５３ １３ ８ ９，６２３ ８，３２８，６００
４９ ２４７ １４ ８ ９，３２６ ９，７２０，１６３
５０ ２３８ １２ ９ ９，４８６ １０，４８４，３１３
５５ ２７１ １５ ９ １０，８７４ ２８，４５６，３２８
６０ ２９０ １６ ９ １３，７９１ ４１，２８５，９７８
平成２ ２６０ １４ １４ １４，１４１ ６１，４３３，０２６
７ ２２８ １３ １５ １３，４３９ ７０，７８０，５４９
１２ ２４３ １６ １４ １２，４３６ ５５，６８７，２１０
１７ ２２０ ２０ １３ １３，８４７ ６１，１６４，８２９
１８ ２１６ １９ １３ １４，０６５ ６６，６１１，７４３
























































全 国 益 子 町 山 本 ・ 大 郷 戸
総農家数 専業 一種兼業 二種兼業 総農家数 専業 一種兼業 二種兼業 総農家数 専業 一種兼業 二種兼業
昭２５（１９５０） ２，５４０戸 ５９．７ ２０．０ ２０．３
３５（１９６０）６，０５７千戸 ３４．３ ３３．６ ３２．１ ２，５９２ ６０．０ ２０．９ １９．１
４０（１９６５） ２，４９８ ４０．４ ３２．９ ２６．８
４５（１９７０）５，３４２ １５．６ ３３．７ ５０．７ ２，４４３ １６．９ ４８．８ ３４．３ ２１４戸 １３．１（２８）５６．１（１２０） ３０．８（６６）
５０（１９７５） ２，２９９ １１．０ ３６．８ ５２．２ ２０４ １９．１（３９） ３７．３（７６） ４３．６（８９）
５５（１９８０）４，６６１ １３．４ ２１．５ ６５．１ ２，２１２ １０．７ ２８．８ ６０．６ ２００ １３．５（２７） ３７．５（７５） ４９．０（９８）
６０（１９８５） ２，０７６ ８．５ ２２．８ ６８．６ １９３ ９．３ ３１．６ ５９．１
平２（１９９０）３，８３５ １５．９ １７．５ ６６．５ １，９４１ ８．２ １５．７ ７６．１ １５８ １２．７ ２８．５ ５８．９
７（１９９５） １，７９６ ８．９ １４．０ ７７．１ １５３ １３．１ ２４．８ ６２．１
１２（２０００）３，１２０ １８．２ １５．０ ６６．８ １，３８９ １０．７ １５．８ ７３．４ １４０ １２．１ ２５．７ ６２．１

























































表８ 農業用機械所有台数 田野村 （個人＋個人間の共同）
耕耘機
歩行型
耕 耘 機 ・ ト ラ ク タ ー
田植機 バインダー コンバイン 乾燥機
１０ps未満 １５ps未満 １０－３０ps １５－３０ps ３０ps以上
昭和２５（１９５０） ― ― ― ― ― ― ― ―
３５（１９６０） ６９ ― ― ― ― ― ― ―
４０（１９６５） ９１ ２７２ ５ ― ― ― ― ―
４５（１９７０） ６６１ ４ ― １ ４７ １ ３１２
５０（１９７５） ７５６ ２５ ２ １５６ ２９１ ６７ ４１６
５５（１９８０） ５０４ ７３ １６１ ２１ ３１７ ３０２ ２２９ ３４９
６０（１９８５） ３９０ ６３ ２３４ ４４ ３８８ ２３７ ２９４ ３６３
平成２（１９９０） ２６８ ６８ ２７２ ３３ ３５４ １６１ ３０１ ３１０
７（１９９５） ３１５ ６８ ３００ ５３ ３４７ ９９ ２９９ ２９９
１２（２０００） １６１ ５１ ２３８ ８７ ２７３ ２６ ２４６ ２５４

















































































































































































































































































昭和30年代  40年代 50年代 60年代・平成 平成10年代 
葉たばこ 少数大規模化 
 減作 兼業化で減少  減作・生産調整 で減少 廃作奨励 
 農家数・就業者数の縮小  経営転換 
 米・麦 農家労働力の 果樹 
 兼業化・多就業化 省力化 いちご 少数大規模化 
省力化 大型機械 








工業への労働力需要の増大 農業の近代化  農協カントリー・エレベーター 
農外労働市場の形成・拡大



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４） 『益子町史 第６巻通史編』平成３年 :１２２４－１２２５
頁。
５） 『真岡市史 第８巻近現代通史編』昭和６３年 :６３５－６３６
頁。
６） 『真岡市史 第８巻近現代通史編』:６２９－６３２頁。「真
岡工業団地～」『真岡新聞』１８８号～１９５号、昭和６３
年。『真岡広報 縮刷版（１）』平成５年 :１３５，１４５，
１７４，２５６，３２４，４５７，５２７頁。
７） 第１・第２工業団地成立のあと、さらに市内２カ所に
工業団地が造られ、現在は第４工業団地まである。
８） 機械所有推移の表で、９０年代の終わり（平成１０年頃）
から農業機械所有が減少傾向にあるのは、農家戸数の減
少と機械更新時に所有を止めることが関係している。
９） 『六十年誌真岡農業高等学校』昭和４２年 :１８３－１８５
頁。『真岡農業高校７０年誌』昭和５２年 :９２頁。

相川良彦，１９８８，「村落の社会構造とその活動の展開過程――
経済発展に伴う村落活動の変遷についての事例研究――」
『農業経済研究』５９，１９９－２０７．
川本彰，１９７２，『日本農村の論理』龍渓書舎．
川本彰，１９８３，『むらの領域と農業』家の光協会．
小林甫，２００３，「高田保馬の社会学理論――鈴木榮太郎の関わ
りを通して――」『高田保馬リカバリー』ミネルヴァ書
房．
今野裕昭，２０１０，「現代農村の地域活性化と地域住民活動」
『専修人文論集』８７，８９－１１９．
ソローキン・ツィンマーマン（京野正樹訳），１９４０，『都市と
農村――その人口交流――』巖南堂書店．
蓮見音彦・奥田道大編，１９８０，『地域社会論――住民生活と地
域組織』有斐閣．
『合併１０周年大会資料』 益子町農協婦人部，１９８７．
『合併１０年のあゆみ』 益子町農業協同組合，１９８７．
『栃木県農村生活研究グループ４０周年記念誌』 栃木県農村生
活研究グループ協議会，２００２．
『普及事業５０年のあゆみ』 栃木県農務部普及教育課，１９９８．
農村の地域社会変動と村落組織の再編 39
